
みずまきを満喫

ウォークアバウト水巻

恵まれた自然を
歩いて愉しむ。

まちの絶景スポットから絶品グルメまで…情報マップ

M I Z UM A K I  T OW N  I S S U E

ご自由にお取りください

         みんなで
まちをあるこうよ



み
ん
な
で

　
　
ま
ち
を
あ
る
こ
う
よ

やわらかなひざしに誘われて

3

もっと知りたい、まちのこと。

もっと知りたい「みずまきの歴史」
遠賀川の流れとともに重ねたまちの営み

もっと遊びたい「まちの公共施設」
利用してみてはじめてわかる充実の施設

もっと知りたい「まちの福祉施設」
歳を重ねても健やかに。健康・福祉・介護施設を紹介

もっと知りたい「まちの子育て施設」
子どもたちの明るく楽しく元気な未来のためのお手伝い

まちの「医療機関を知っていますか？」
家族のもしものとき、近くの病院を知っていると安心

もっと知りたい「まちの小中学校」
あなたの地区はどの学校？

もしものとき知りたい「避難場所」
あなたの家に一番近い避難場所はどこ？

みずまきまち「まちの概要」
知っていますか？私たちのまちのシンボルマーク

P24～ P25

P26～ P29

P30～ P31

P32～ P35

P36～ P37

P38～ P39

P40～ P41

P42

特集

みんなでまちをあるこうよ  P03 ～ P07
ピクニック気分でコスモスとイチョウを楽しもう！

みずまきの山々    P08 ～ P12
気軽に山の自然を満喫できるよ！

写真で見るみずまきの四季  P13 ～ P21
歩いてみると見えてくる！新たな魅力を再発見

みずまき歳時記    P22 ～ P23
おだやかにめぐる季節の足あと

2
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水
巻
町
の
花
・
木
と
い
え
ば
コ
ス
モ

ス
と
イ
チ
ョ
ウ
。
秋
、
水
巻
町
は
一
年

で
一
番
き
れ
い
な
季
節
を
迎
え
ま
す
。

コ
ス
モ
ス
の
見
ご
ろ
は
10
月
下
旬
。
イ

チ
ョ
ウ
の
紅
葉
は
11
月
下
旬
。

 

さ
ぁ
、
気
候
の
い
い
季
節
に
、
み
ん

な
で
水
巻
町
を
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

東水巻駅

至 

遠
賀
町

水巻駅

至 

芦
屋
町

至 

若
松

遠
賀
川

至 

折
尾

至 

中
間
市

1

2

６

3

４
５

26 34
立
屋
敷
コ
ス
モ
ス
園

黄
金
色
に
輝
く
大
イ
チ
ョ
ウ

5 1
猪
熊
コ
ス
モ
ス
園

5 4

遠賀川河川事務所 遠賀川河口館
　 水巻町猪熊 10-7-1　　 　093-201-1675

9：00 ～16：30（平日）　  土・日・祝日・年末年始
　 あり

遠賀川の風に吹かれて、色鮮や

かなコスモスが揺れています。

休日にはカメラを持ったカップ

ルや家族連れでにぎわいます。

みどりんぱぁーくの周りにも一

面のコスモス畑が広がります。

み
ど
り
ん
ぱ
ぁ
ー
く
周
辺

猪
熊
コ
ス
モ
ス
園

国道３号線をくぐると大きなイ

チョウの木が見えてきます。

日本武尊と砧姫の伝説が残る

八劔神社と大イチョウ。

紅葉の進む 11月下旬には、あ

たり一面が黄金色に輝きます。

 

遠
賀
川
河
口
館

い
ろ
ん
な
体
験
し
て
み
よ
う

遠賀川河口堰にある河口館。ここでは、遠賀
川に住んでいる魚たちを展示しています。なか
なか見ることのできない魚もいるので一見の価
値あり！いろいろなパネル展示もあり遠賀川の
ことを楽しく学習できます。入館無料です。

　

秋
に
な
る
と
一
面
の
コ
ス
モ
ス
に

　

彩
ら
れ
る
遠
賀
川
河
川
敷

　

町
の
西
側
を
南
北
に
流
れ
る
遠
賀
川
。
そ
の

遠
賀
川
に
沿
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
全
長
6.5
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
河
川
敷
公
園
で
は
、
毎
年
秋
に
な

る
と
、
１
０
０
万
本
の
コ
ス
モ
ス
が
ピ
ン
ク
や

白
の
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
そ
の
姿
は
ま
さ
に
圧

巻
。
各
地
か
ら
カ
メ
ラ
を
持
っ
た
家
族
連
れ
や

カ
ッ
プ
ル
が
訪
れ
ま
す
。

　

こ
の
河
川
敷
コ
ス
モ
ス
園
は
大
き
く
分
け
て

２
つ
の
エ
リ
ア
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
で
は
一

番
下
流
か
ら
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
一
番
下
流
に
あ
る
の
は
猪
熊
コ
ス
モ
ス

園
（
写
真
①
②
）。
こ
こ
は
河
川
敷
だ
け
で
は
な

く
、
土
手
を
挟
ん
で
隣
接
す
る
公
園
「
み
ど
り
ん

ぱ
ぁ
ー
く
」
周
辺
も
一
面
の
コ
ス
モ
ス
に
彩
れ
ま

す
（
写
真
③
）。
そ
し
て
、こ
の
み
ど
り
ん
ぱ
ぁ
ー

く
で
は
毎
年
10
月
下
旬
、
満
開
の
コ
ス
モ
ス
の
中

で
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
猪
熊
コ
ス
モ
ス
園
か
ら
上
流
に
向
か
っ

て
進
み
、
国
道
３
号
線
、
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
本
線
の
鉄

橋
を
く
ぐ
る
と
、
そ
こ
に
は
伊
左
座
・
立
屋
敷
コ

ス
モ
ス
園
が
現
れ
ま
す
。
土
手
の
上
の
県
道
脇
に

立
っ
て
い
る
大
き
な
イ
チ
ョ
ウ
の
木
が
目
印
で

す
（
写
真
④
）。
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
も
整
備

さ
れ
て
い
て
、
下
流
の
猪
熊
か
ら
上
流
の
伊
左
座

ま
で
自
転
車
で
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

県
指
定
天
然
記
念
物

　

八
劔
神
社
の
大
イ
チ
ョ
ウ

　

こ
の
伊
左
座
・
立
屋
敷
コ
ス
モ
ス
園
の
そ
ば

に
は
、
八
劔
神
社
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
八
劔
神

社
の
境
内
で
、
じ
っ
と
悠
久
の
と
き
の
流
れ
を

見
守
っ
て
い
る
大
イ
チ
ョ
ウ
。
こ
の
大
イ
チ
ョ

ウ
は
雄
株
の
古
木
で
、
樹
高
22
・
26
メ
ー
ト
ル
、

幹
周
り
は
９
・
７
メ
ー
ト
ル
、
樹
齢
は
１
９
０
０

年
を
超
え
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

戦
争
や
数
々
の
災
害
な
ど
を
乗
り
越
え
、
昭

和
53
年
３
月
25
日
に
福
岡
県
の
天
然
記
念
物
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
約
30
年
た
っ
た

今
で
も
、
し
っ
か
り
と
大
地
に
根
を
張
っ
て
、

水
巻
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
ま
ち
を
見
守
っ
て

い
ま
す
（
写
真
表
紙
と
⑤
⑥
）。

　

こ
の
八
劔
神
社
の
大
イ
チ
ョ
ウ
は
、
日
本
武

尊
が
熊
襲
征
伐
の
と
き
に
立
屋
敷
に
立
ち
寄
り
、

都
か
ら
こ
の
地
に
逃
れ
て
き
た
砧
姫
と
い
う
娘

と
結
ば
れ
て
、
そ
の
証
と
し
て
植
え
ら
れ
た
も

の
と
神
社
の
由
来
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
チ
ョ
ウ
の
枝
に
は
、
気
根
と
呼
ば

れ
る
こ
ぶ
が
あ
り
、
母
の
乳
房
に
似
て
い
る
こ

と
か
ら
、
皮
を
煎
じ
た
汁
を
飲
む
と
母
乳
の
出

が
よ
く
な
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
昭
和
30
年
代
ま
で
は
母
娘
連
れ
の
参
拝
者

も
多
く
、
お
礼
参
り
の
煎
じ
か
す
を
収
め
た
袋

コ
ー
ス
所
要
時
間
（
❶
か
ら
❻
ま
で
の
区
間
）

ウオーキングに
ピッタリ！

いつでも気軽に
サイクリング

み
ん
な
で
ま
ち
を
あ
る
こ
う
よ

ボ
ク
が

い
ち
ば
ん

ここか
ら

スター
ト！

やっぱ
り

コスモ
スも

わたし
も

キレイ
！

ま
だ
だ
よ

お
弁
当
は

　

ま
だ
ぁ
？

八
劔
神
社
と
大
イ
チ
ョ
ウ



中間唐戸D6

水辺の楽校

洞海湾

東水巻駅

折尾駅

中間駅

金山川

川賀遠

黒川

堀川

県立折尾高校

中間市役所

3

もやい石

川ひらた

河守神社

D5

疏水碑

●堀川史跡マップ

D7

D1

D4

D2

D3 一田家累代の墓

※切貫のノミ跡

岩瀬伏越跡

新新

寿命唐戸

か
ら
吉
田
車
返
し
を
通
る
ル
ー
ト
に

変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
車
返
し
付
近
は
岩
盤
が

多
く
工
事
は
困
難
を
極
め
ま
し
た
。

土
木
技
術
の
発
達
し
て
い
な
い
こ
の

時
代
、
ノ
ミ
と
ツ
チ
を
使
っ
て
岩
を

砕
い
て
い
き
ま
し
た
。
ノ
ミ
や
ツ
チ

は
、
す
ぐ
に
使
え
な
く
な
る
た
め
、

現
場
近
く
に
鍛
冶
屋
も
設
け
ら
れ
ま

し
た
。
約
４
５
０
メ
ー
ト
ル
の
岩
盤

を
砕
く
の
に
９
年
の
歳
月
が
費
や
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
の
工
事
の
苦

労
を
し
の
ば
せ
る
ノ
ミ
の
跡
は
、
今

で
も
吉
田
の
河
守
神
社
近
く
の
岩
壁

に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
し
て
１
７
６
２
年
に
洞
海
湾

ま
で
開
通
、
１
８
０
４
年
に
は
上
流

に
寿
命
唐
戸
が
完
成
し
、
つ
い
に
堀

川
運
河
は
完
成
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
堀
川
は
、
石
炭
を
若
松
港
ま
で

運
ぶ
船
に
と
っ
て
、
重
要
な
輸
送
路

と
な
っ
た
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
１
８
９
１
（
明
治
24
）

年
、
若
松
・
直
方
間
に
鉄
道
が
開
通
。

鉄
道
の
方
が
輸
送
時
間
が
短
い
こ

と
や
運
賃
が
安
い
こ
と
な
ど
か
ら
石

炭
輸
送
の
主
役
は
次
第
に
鉄
道
へ

と
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て

１
９
３
８
（
昭
和
13
）年
を
最
後
に
、

２
０
０
年
に
お
よ
ぶ
堀
川
の
水
運
の

歴
史
が
幕
を
降
ろ
す
こ
と
に
な
っ
た

の
で
す
。
現
在
で
も
川
沿
い
に
は
、

多
く
の
史
跡
が
残
っ
て
お
り
、
堀
川

そ
の
も
の
が
貴
重
な
歴
史
的
文
化

遺
産
と
い
え
ま
す
。

堀川（水巻町吉田）
中間市、水巻町、北九州市をまたいで流れ、

洞海湾に注いでいる人工の運河「堀川」。

D6

歴
史
の
息
吹
を

今
に
伝
え
る

堀
川
の
史
跡
た
ち

中間唐戸（中間市）
今の岡山県吉井川の水門を参考に

1762 年に造られました。

D7

寿命唐戸（八幡西区楠橋）
1804 年完成した水門。構造は中

間唐戸と同じです。

D4

河守神社（水巻町吉田）
６代藩主継高を祭った神社で、堀

川を見守っています。

D5

一田家累代の墓（水巻町吉田）
久作の時代から明治まで続く堀川

請持庄屋、一田家の墓。

D2

もやい石（八幡西区折尾）
川ひらたが休むときに、船頭が綱

を結びつけた石。

D3

川ひらた（折尾高校内）
五平太とも呼ばれ年貢米や石炭の

輸送に用いられました。

疏水碑（八幡西区折尾）
碑文は黒田長成が書いたもので堀川

工事の業績をたたえています。

D1

7 6

切貫（きりぬき）のノミ跡（水巻町吉田）
吉田の車返しにある工事で最も困難だった

場所。今もノミの跡が残っています。

が
近
く
に
吊
り
下
げ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
夏
に
は
緑
に
、
秋
に
は
黄

金
色
に
輝
く
大
イ
チ
ョ
ウ
は
一
見

の
価
値
あ
り
で
す
。

　

水
巻
の
歴
史
に
綴
ら
れ
た

　

堀
川
の
物
語

　

遠
賀
川
か
ら
東
に
１
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
離
れ
た
北
九
州
市
境
に

は
堀
川
と
い
う
川
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
堀
川
は
自
然
に
で
き
た
川
で

は
な
く
、
江
戸
時
代
に
人
の
手
に

よ
っ
て
掘
ら
れ
た
運
河
で
す
。
全

長
12
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
堀
川
は
中

間
市
・
水
巻
町
・
北
九
州
市
の
３
市

町
を
ま
た
い
で
流
れ
、
若
松
区
の

洞
海
湾
に
注
い
で
い
ま
す
。

　

１
６
２
１
年
に
、
治
水
目
的
で

黒
田
長
政
が
着
工
し
て
か
ら
、
途

中
の
中
断
を
含
め
て
、
１
８
４
年

の
長
い
歳
月
と
苦
労
を
重
ね
、
幾

多
の
困
難
を
克
服
し
て
作
り
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　

吉
田
と
折
尾
の
間
は
地
形
が
悪

く
、
水
が
わ
き
出
て
難
工
事
と
な

り
ま
し
た
。
そ
ん
な
折
、
藩
主
長

政
の
急
死
と
藩
内
外
の
事
情
で

１
６
２
３
年
、
工
事
は
中
止
と
な
り

ま
し
た
。工
事
が
再
開
さ
れ
た
の
は
、

１
７
５
１
年
、
６
代
藩
主
、
黒
田
継

高
の
と
き
で
し
た
。
実
に
第
一
期
工

事
が
中
止
と
な
っ
て
か
ら
１
２
８
年

後
の
こ
と
で
す
。
コ
ー
ス
も
大
膳
堀



み ず ま き の 鳥 た ち

シュジユウカラ
全長　約 14.5cm

林、市街地などにすむ

さえずり ツーペーツーペー

　

ヤマガラ
全長 約 14cm

常緑広葉樹の林にすむ

さえずり ツツビービービー

メジロ
全長　約 11.5cm

林、市街地などにすむ

さえずり チーチュル 

チーチュルルル　

ヒヨドリ
全長 約 27.5cm

林、市街地などにすむ

泣き声 ピーヨ ピーヨ 

ピーヒョロロ

アオサギ
全長 約 93cm

河川、湖沼、農耕地にすむ

泣き声 ゴアーッ

ホオジロ
全長 約 16.5cm

常緑広葉樹の林にすむ

さえずり ツィ チョチョ

チョジュクジュクチー

　残念なことに水巻町で見られる野鳥は年々減少してい
て、回復も難しいと言われています。
　シジュウカラ、ヤマガラ、メジロ、ホオジロ、コゲラ、
ヒヨドリなどが年間を通して水巻町に生息する留

りゅうちょう
鳥として

みられます。
南
北
に
細
長
い
水
巻
町
の
中
心
に
は
、
明
神
ケ
辻
山
、
多
賀
山
、

豊
前
坊
山
と
い
っ
た
３
つ
の
小
高
い
山
が
あ
り
ま
す
。

１
０
０
メ
ー
ト
ル
に
満
た
な
い
小
さ
な
山
々
で
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
に
古
い
歴
史
や
伝
説
が
残
っ
て
い
ま
す
。

鳥
の
鳴
き
声
を
聞
き
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
登
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

み
ず
ま
き
の
山
々

コゲラ
全長 約 15cm

林や公園などにすむ

泣き声 ピーヒョロロ

ギィーッ、キッキッキッ

や わ ら か な ひ ざ し に 誘 わ れ てバードコール
木と金属を擦り合わせる事で
鳥の鳴き声をまねる道具です。
上手に鳥とお話してみよう。

明み
ょ
う
じ
ん
が
つ
じ
や
ま

神
ケ
辻
山

標
高
96
・
５
メ
ー
ト
ル

　

１
５
７
１
年
、
伊
豆
神
社
が
古

賀
の
伊
豆
大
明
神
（
現
在
の
久
我

神
社
）
か
ら
分ぶ

ん

し祀
さ
れ
た
際
、
社

殿
を
山
頂
に
設
け
た
こ
と
に
よ
り

明
神
ケ
岳
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
が
、
こ
の
山
の
名
前
の

由
来
に
な
っ
た
と
「
遠
賀
郡
誌
」

に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、

伊
豆
神
社
は
山
腹
に
移
り
、
さ
ら

に
１
９
１
４
年
に
現
在
の
場
所
に

鎮
座
さ
れ
ま
し
た
。

　

伊
豆
神
社
の
近
く
の
徳
照
寺
の

裏
手
に
は
「
与
四
郎
の
墓
」
が
あ

り
ま
す
。
与
四
郎
は
、
江
戸
時
代

の
飢
饉
の
と
き
に
、
き
び
し
い
年

貢
の
取
り
立
て
に
苦
し
ん
で
い
る

頃
末
の
農
民
た
ち
を
救
お
う
と
し

て
役
人
か
ら
惨
殺
さ
れ
た
人
物
で

す
。
頃
末
村
の
人
々
は
、
自
分
た

ち
の
た
め
に
犠
牲
に
な
っ
た
与
四

郎
を
弔
う
た
め
に
地
蔵
を
建
立
し

供
養
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
物
語
は
今
で
も
語
り
継
が
れ

て
い
ま
す
。

　

太
平
洋
戦
争
時
は
、
北
九
州
地

区
防
空
の
た
め
に
、
山
頂
に
高
射

砲
陣
地
が
設
置
さ
れ
、
か
つ
て
は

こ
の
山
の
こ
と
を
陣
地
山
と
呼
ん

で
い
た
時
代
も
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
砲
台
跡
が
今
で
も
山
頂
に
残
っ

て
い
ま
す
。

　

戦
争
当
時
、
そ
の
陣
地
へ
の
物

資
補
給
輸
送
の
た
め
に
、
近
く
の

小
学
生
や
中
学
生
ま
で
も
が
か
り

出
さ
れ
て
、
ト
ラ
ッ
ク
が
通
れ
る

ほ
ど
の
道
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
現

在
で
も
そ
の
道
を
通
っ
て
山
頂
に

登
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

１
９
９
４
年
に
、
本
格
的
な
公

園
整
備
が
行
わ
れ
、
山
頂
ま
で
の

大
き
な
展
望
台
を
ぐ
る
ぐ
る
と
回

り
な
が
ら
登
る
と
、
そ
こ
か
ら
は

水
巻
町
全
体
が
見
渡
せ
、
遠
く
は

北
九
州
や
響
灘
を
望
む
３
６
０
度

の
パ
ノ
ラ
マ
が
楽
し
め
ま
す
。
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３
つ
の
遊
歩
道
が
で
き
ま
し
た
。

ひ
と
つ
は
伊
豆
神
社
の
東
側
か
ら

登
る
ル
ー
ト　

Ａ
｜
１　

、
も
う
ひ

と
つ
は
陶
芸
室
の
横
か
ら
登
る
ル

ー
ト　

Ａ
｜
２　

で
、
こ
の
２
つ
は

途
中
で
合
流
し
て
い
ま
す
。　

　

残
り
の
も
う
ひ
と
つ
は
総
合
運

動
公
園
の
弓
道
場
の
西
側
か
ら
登

る
ル
ー
ト　

Ａ
｜
３　

で
す
。
ど
れ

も
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
15
分
か
ら
20

分
く
ら
い
で
山
頂
に
到
着
し
ま
す
。

　

頂
上
に
は
八
劔
神
社
の
大
イ
チ

ョ
ウ
に
ま
つ
わ
る
伝
説
と
し
て
知

ら
れ
る
砧
姫
物
語
が
10
か
所
の
オ

ブ
ジ
ェ
風
碑
板
に
分
か
れ
て
描
か

れ
て
お
り
、
こ
れ
を
順
番
に
巡
り

な
が
ら
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
黄
色
い
巻
貝
の
よ
う
な
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多た

が

や

ま

賀
山

標
高
91
メ
ー
ト
ル

　

１
６
８
４
年
、
山
頂
に
多
賀
神

社
が
鎮
座
さ
れ
た
こ
と
が
こ
の
山

の
名
前
の
由
来
に
な
っ
て
い
ま
す
。

多
賀
神
社
は
２
２
０
年
あ
ま
り
祭

ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
１
９
１
０

年
に
古
賀
村
の
久
我
神
社
に
合
祀

さ
れ
ま
し
た
。

　

１
９
３
６
年
、
炭
鉱
が
隆
盛
を

極
め
て
い
た
こ
ろ
、
日
炭
高
松
の

炭
坑
の
守
護
神
と
し
て
四
国
愛
媛

晴
れ
た
ら
の
ん
び
り
山
歩
き

山
を
散
策
す
る
と
い
つ
も
と
違
っ
た
水
巻
町
が
見
え
て
き
ま
す
。

今
回
は
水
巻
町
の
中
心
に
あ
る
明
神
ケ
辻
山
、
多
賀
山
、
豊
前
坊
山

へ
の
地
図
を
用
意
し
ま
し
た
。
天
気
の
良
い
日
に
家
族
や
ペ
ッ
ト
と

一
緒
に
出
か
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

❶与四郎の墓
江戸時代の飢饉のとき、厳しい年貢の
取立てに困り果てた頃末村の人々を救
おうとして命を落とした与四郎の墓。

❷十字架の塔
第二次世界大戦当時、日本軍の捕虜と
して日本に連れてこられ、日本で命を
落とした連合軍兵士の慰霊のために建
てられた塔。

❸久我神社
神社・創建時期は不詳ですが、古事記
や日本書紀に出てくる神功皇后の時代
ではないかと言われています。安産の
神様として崇

あ が

められています。

「まちの山」ルートマップ
山の散策にあわせて民話にゆかりのある場所を訪れてみてはいかがでしょうか？

↑明神ケ辻山の山頂でハイチーズ！

豊ぶ
ぜ
ん
ぼ
う
や
ま

前
坊
山

標
高
84
・
７
メ
ー
ト
ル

　

古
い
資
料
の
中
に
は
、
豊
前
坊

山
の
名
は
な
く
、久
我
嶽
、古
賀
嶽
、

古
城
山
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

水
巻
昔
話
（
柴
田
貞
志
著
）
に

は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

『「
昔
、
古
賀
城
城
主
の
麻
生
鎮
里
が

英
彦
山
の
豊
前
坊
に
あ
る
高
住
神

社
を
古
賀
嶽
の
山
頂
の
城
に
祭
っ

た
の
が
始
ま
り
で
、
そ
れ
か
ら
後

は
、
豊
前
坊
山
と
い
う
よ
う
に
な
っ

た
。」
あ
る
い
は
、「
昔
、
遠
賀
川
は
、

米
俵
や
炭
俵
を
積
ん
だ
川
舟
が
往

来
し
て
に
ぎ
や
か
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
い
っ
た
ん
大
雨
と
も

な
れ
ば
川
が
氾
濫
し
て
洪
水
と
な

り
、
豊
前
国
の
船
頭
衆
は
５
日
も

10
日
も
国
へ
帰
れ
な
く
て
、
古
賀

村
の
入
り
江
に
舟
を
避
難
さ
せ
て

水
を
引
く
の
を
待
っ
た
。
そ
の
た

め
豊
前
国
の
船
頭
衆
た
ち
は
、
古

賀
嶽
の
山
頂
に
登
っ
て
故
郷
の
豊

前
の
国
を
望
ん
で
、
妻
や
子
に
思

い
を
は
せ
た
。
こ
れ
が
度
重
な
る

う
ち
に
古
賀
嶽
を
豊
前
望
山
と
い

う
よ
う
に
な
っ
た
。」』
と
い
っ
た

名
前
の
由
来
に
ま
つ
わ
る
民
話
が

い
く
つ
か
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

ど
れ
が
正
し
い
の
か
よ
く
分
か
っ

て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
豊
前
坊
山
の
山
頂
に
は
古

賀
城
址
と
呼
ば
れ
る
城
跡
が
あ
り

ま
す
。
今
で
も
そ
の
城
郭
の
一
部

と
し
て
頂
上
付
近
に
は
二
ノ
丸
の

石
垣
や
北
側
の
山
麓
集
落
に
は
当

時
の
武
家
屋
敷
の
面
影
を
残
す
石

垣
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

豊
前
坊
山
頂
へ
は
、
久
我
神
社

の
東
側
の
遊
歩
道
を
登
る
ル
ー
ト

Ｃ
｜
１

と
緑
ケ
丘
の
住
宅
地
の

脇
か
ら
登
る
ル
ー
ト
（
Ｃ
｜
２
）
が

あ
り
ま
す
。
頂
上
に
立
っ
て
み
る

と
、
北
は
芦
屋
・
山
鹿
を
、
西
は

遠
く
宗
像
連
山
を
、
南
は
遠
賀
川

の
流
れ
の
向
こ
う
に
鞍
手
、
直
方

を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
、
要
塞
堅

固
な
山
城
の
物
見
役
と
し
て
活
躍

し
て
い
た
戦
国
兵
士
を
し
の
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

桜
の
大
木
が
た
く
さ
ん
植
え
ら
れ
て

い
て
、
春
に
は
見
事
な
花
を
咲
か
せ

ま
す
。
毎
年
た
く
さ
ん
の
人
が
お
花

見
に
訪
れ
ま
す
。

　

図
書
館
の
北
側
に
は
、
十
字
架

の
塔
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
戦

時
中
、
日
本
軍
の
捕
虜
と
な
り
、

炭
鉱
な
ど
で
強
制
労
働
を
さ
せ
ら

れ
た
末
、
日
本
で
亡
く
な
っ
た
連

合
軍
兵
士
の
た
め
の
慰
霊
塔
で
す
。

毎
年
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
の
慰
霊
団

が
訪
れ
、
献
花
式
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
慰
霊
団
と
町
民

と
の
交
流
が
き
っ
か
け
で
、
水
巻

町
と
オ
ラ
ン
ダ
の
ノ
ー
ル
ド
オ
ー

ス
ト
ポ
ル
ダ
ー
市
と
の
間
で
中
学

生
の
平
和
交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
中
学
生
交
流
は
現
在
も
続
い

て
い
ま
す
。

　

多
賀
山
に
登
る
ル
ー
ト
と
し
て

は
、
ほ
か
に
も
、
緑
ケ
丘
の
住
宅

地
の
横
か
ら
登
る
遊
歩
道
が
２
か

所
あ
り
ま
す
。
Ｂ
｜
２
、
Ｂ
｜
３

ど
ち
ら
も
、
山
頂
ま
で
は
15
分
ほ

ど
で
着
き
ま
す
。

県
大
三
島
の
大
山
祇
神
社
か
ら
分

霊
さ
れ
た
大
山
祇
神
社
が
、
こ
の

山
の
中
腹
に
祭
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

春
秋
の
大
祭
に
は
賑
わ
い
を
見
せ

て
い
ま
し
た
が
、
１
９
７
１
年
に

炭
坑
が
閉
山
と
な
り
、
ご
神
体
は

四
国
の
大
山
祇
神
社
に
返
還
さ
れ

ま
し
た
。

　

大
山
祇
神
社
は
別
名
「
山
の
神
」

と
も
呼
ば
れ
、
こ
の
「
山
の
神
」

と
い
う
名
は
、
最
近
ま
で
バ
ス
停

の
名
前
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
現
在
で
は
、
大
山
祇
神
社
は

跡
形
も
な
く
、
か
つ
て
社
殿
が
あ

っ
た
基
礎
部
分
の
み
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

２
０
０
５
年
４
月
に
多
賀
山
自

然
公
園
が
整
備
さ
れ
、
山
頂
へ
３

つ
の
散
策
ル
ー
ト
が
で
き
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
図
書
館
の
上
の
駐
車

場
か
ら
石
段
を
登
っ
て
行
く
ル
ー
ト

Ｂ
｜
１
が
便
利
で
す
。
中
腹
の
大

山
祇
神
社
が
あ
っ
た
境
内
に
は
、
東

あ
ず
ま

屋や

や
ロ
グ
ハ
ウ
ス
調
の
ト
イ
レ
な
ど

が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
あ
た
り
は
、

▲

▲

❸

❷

❶

▲

登山道

C-1 B-3

C-2

A-2 A-1

A-3

B-2

B-1

　小学校

明神ヶ辻山
自然公園

多賀山自然公園

多賀山▲

弓道場

山頭火の碑豊前坊山

明神ヶ辻山

水巻町役場

頃末郵便局

えぶり山荘

ＪＡ

水巻中学校

陶芸室
伊豆神社

徳照寺

夢工房

総合運動公園

頃末

頃末貴船元

図書館



写
真
で
見
る 

み
ず
ま
き
の
四
季

歩
い
て
み
る
と
見
え
て
く
る
…
ま
ち
の
景
色

P H O T O G R A P H E R

V O I C E

O F

なにげない日常。

なにげない景色。

当たり前の毎日でも、そこで生き

ている人や花は輝いている ･･･。

まちには魅力があふれています。

WALK ABOUT MIZUMAKI 春

夏

秋

冬
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地図記号

交番

郵便局

学校

ガソリンスタンド

主要施設

県道

国道

交差点

道路

線路

河川

市町界線

神社

水巻町の主要施設マップ

ターゲットバードゴルフ場
　 水巻町猪熊 10 丁目1470 番地の 1 地先
　 080-5246-2020

9：00～16：30（冬季 16：00 まで）
　 年末年始
　 あり

近
隣
で
体
験
で
き
る
の
は
こ
こ
だ
け
で
す

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
場

曲
　川

猪熊
グラウンド

遠
賀
川

御牧大橋

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド

ゴ
ル
フ
場

A

2

A
２

※ 各ページのマップ横の記号は、
この地図の座標とリンクしています。
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足下にひろがる、あらたな息吹き

春
写真／高尾の桜の足下

桜並木がとてもきれいな高尾の坂。

その桜の木の足下にも春の訪れを告げる花がたくさん咲いています。

15 14

S p r i n g

Photo 1　５月の風に吹かれて気持ち良さそうな鯉のぼり。（　）　　Photo 2　緑の町、みずまき。いたるところに緑があふれています。 

Photo 3　水田の一画に咲く菖蒲の花。地元の人が丹精込めて育てています。（立屋敷）　　Photo 4　堀川の守り神として地元に愛されている

河守神社。桜のきれいな公園です。（吉田東）　　Photo 5　総合運動公園の夕暮れ。木々のシルエットが引き立つ瞬間です。（頃末北）



夏
写真／朳 曲川近辺

肥沃な遠賀川流域は日本の稲作発祥の地と言われています。

その水田でサギたちものんびりと過ごしています。

Photo 1　総合運動公園プール。夏になるとたくさんの子どもたちでにぎわいます。（頃末北）　　Photo 2　第２保育所の夕涼み会。子どもたちの

元気な掛け声が暑さを吹き飛ばします。（古賀）　　Photo 3　伊豆神社の夏越まつり。きらびやかなお神輿が、頃末の夏を彩ります。（頃末北・南）

Photo 4　８月15 日、たくさんの灯篭が遠賀川を流れていきます。（伊左座）　　Photo 5　多賀山自然公園のワンシーン。夏の強い日差しも、木々

の緑が柔らかくしてくれます。（頃末北）　　

2

4

5

1

3

17 16

恵まれた自然を感じながら歩く愉しみ

S u m m e r
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1
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写真／猪熊 鷹見神社

鷹見神社では数年に一度、筑前御殿神楽が奉納されています。里神楽と

面神楽の２部構成となっていて、神職のみの神神楽の伝統が今も息づいています。 豊かな実りと穏やかな光と影の協演
19 18

秋A u t u m n

Photo 1　八劔神社の大イチョウ。秋が深まるとあたり一面黄金色に輝きます（立屋敷）　　Photo 2　八劔神社には砧姫と日本武尊の伝説が残っ

ています。（立屋敷）　　Photo 3　総合運動公園の芝生広場には、イチョウやクヌギ、桜、ハゼの木などが植えられていて、紅葉を楽しむことが

できます。（頃末北）　　Photo 4　コスモスとイチョウ、町のシンボルの協演です。（立屋敷）　



写真／古賀 十字架の塔

雪の少ない町ですが、数年に一度程度積雪することがあります。

十字架の塔も真っ白な雪に包まれました。

Photo 1　春夏秋冬と様々な景色を見せる総合運動公園。（頃末北）　　Photo 2　成人式。華や

かな新成人たちが水巻の冬を彩ります。　　Photo 3　おおきなお多福。貴舩神社の節分祭に

は地元の人がたくさん訪れます。（吉田西）　　Photo 4　明神ケ辻山の展望台から望む初日の出。

１年の始まりです。（頃末北）　
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静 か に 時 間 が 流 れ る そ ん な 場 所冬W i n t e r



サ
ク
ラ
咲
く
春

多
賀
山
自
然
公
園
に
咲
き
乱
れ
る
サ
ク
ラ
。

す
ず
め
と
サ
ク
ラ

生
命
の
息
吹
き
が
あ
ふ
れ
る
季
節
で
す
。

精
霊
流
し

精
霊
船
と
そ
れ
を
見
送
る
人
々
。

夏夏夏

S p r i n g

夏
S u m m e r

入
道
雲

本
格
的
な
夏
の
訪
れ
を
告
げ
ま
す
。

み
ず
ま
き
歳
時
記

１
月 

出
初
式

 

成
人
式

 

ど
ん
ど
焼
き
（
町
内
の
神
社
）

２
月 

節
分
祭
（
貴
舩
神
社
）

３
月 
卒
業
・
卒
園
式
（
町
内
各
所
）

 

植
木
ま
つ
り
（
遠
賀
川
河
川
敷
）

４
月 

入
学
・
入
園
式
（
町
内
各
所
）

５
月 

春
の
文
化
祭
（
中
央
公
民
館
・
南
部
公
民
館
）

６
月 

田
植
え
（
町
内
全
域
）

７
月 

総
合
運
動
公
園
プ
ー
ル
開
園
（
８
月
末
ま
で
）

 

夏
祭
り
（
町
内
の
神
社
）

８
月 

盆
踊
り
（
町
内
各
所
）

 

精
霊
流
し
（
遠
賀
川
河
川
敷
）

９
月 

図
書
館
ま
つ
り
（
図
書
館
・
歴
史
資
料
館
）

 

稲
刈
り
（
町
内
全
域
）

 

秋
祭
り
（
河
守
神
社
）

 

オ
ラ
ン
ダ
慰
霊
団
献
花
式
（
十
字
架
の
塔
）

10
月 

コ
ス
モ
ス
ま
つ
り

 

秋
祭
り
（
町
内
の
神
社
）

 

水
巻
町
文
化
祭
（
中
央
公
民
館
・
南
部
公
民
館
）

11
月 

文
化
祭
芸
能
ま
つ
り
（
中
央
公
民
館
）

12
月 

ク
リ
ス
マ
ス
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
（
図
書
館
・
歴
史

 

資
料
館
）

 

歳
旦
祭
・
元
旦
祭
（
町
内
の
神
社
）

春春春

ゆ
き
や
こ
ん
こ

真
っ
白
な
雪
に
包
ま
れ
た

第
２
保
育
所
で
は
、

子
ど
も
た
ち
が

元
気
に
走
り
回
っ
て
い
ま
し
た
。

秋秋秋

冬冬

A u t u m n

冬
W i n t e r

コ
ス
モ
ス
ま
つ
り

毎
年
、
た
く
さ
ん
の
人
が
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

一
面
の
コ
ス
モ
ス

秋
に
は
町
中
が
コ
ス
モ
ス
に
彩
ら
れ
ま
す
。
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西
　
暦

和
　
暦

水
巻
町
の
主
な
で
き
ご
と

１
８
７
１

明
治 

４
年

廃
藩
置
県
。
水
巻
人
口
２
、６
４
５
人
。

１
８
７
３

６
年

嘉
穂
・
穂
波
に
百
姓
一
揆
起
こ
り
、
水
巻
一
帯
余
波
を
被
る
。

１
８
７
４

７
年

　
小
学
校
創
立
。

１
８
７
５

８
年

立
屋
敷
・
上
ニ
・
吉
田
小
学
校
を
創
立
。

１
８
８
４

17
年

立
屋
敷
に
戸
長
役
場
を
置
く
。

１
８
８
５

18
年

立
屋
敷
・
上
ニ
・
吉
田
小
学
校
を
廃
止
し
、
下
二
尋
常
小
学
校
を
創
立
。

１
８
８
６

19
年

立
屋
敷
に
巡
査
駐
在
所
を
設
置
。

１
８
８
７

20
年

鹿
児
島
本
線
開
通
。

１
８
８
９

22
年

「
水
巻
村
」
村
制
施
行
。
村
役
場
を
立
屋
敷
に
置
く
。

村
会
議
員
13
人
。
水
巻
人
口
３
、０
６
１
人

１
８
９
７

30
年

水
巻
火
葬
場
設
置
。

１
８
９
９

32
年

水
巻
伝
染
病
院
設
置
。

１
９
０
０

33
年

吉
田
に
巡
査
駐
在
所
設
置
。

１
９
０
３

36
年

遠
賀
川
大
洪
水
（
水
巻
一
帯
浸
水
）。

１
９
０
６

39
年

遠
賀
川
改
修
工
事
に
か
か
る
。

１
９
０
８

41
年

鹿
児
島
本
線
複
線
と
な
る
。

１
９
１
１

44
年

八
劔
神
社
に
霊
樹
碑
を
建
立
。
遠
賀
郡
誌
刊
行
。

１
９
１
３

大
正 

２
年

立
屋
敷
巡
査
駐
在
所
　
に
移
転
。

１
９
１
４

３
年

河
守
神
社
再
建
。

１
９
１
６

５
年

全
村
に
電
灯
つ
く
。

１
９
１
７

６
年

遠
賀
川
改
修
工
事
竣
工
。

１
９
１
９

８
年

遠
賀
郡
消
防
義
団
結
成
。

１
９
２
０

９
年

国
道
開
通
。

１
９
２
１

10
年

高
松
炭
礦
開
抗
。

１
９
２
２

11
年

頃
末
信
用
組
合
設
立
。
　
伊
豆
神
社
再
建
。

１
９
２
３

12
年

水
巻
村
婦
人
会
結
成
。

１
９
２
４

13
年

遠
賀
川
橋
完
成
。
水
巻
消
防
組
結
成
。

１
９
２
８

昭
和 

３
年

頃
末
に
　
小
学
校
の
分
校
が
で
き
る
。

１
９
２
９

４
年

水
巻
郵
便
局
開
局
（
吉
田
）。

１
９
３
１

６
年

立
屋
敷
遺
跡
、
名
和
洋
一
郎
に
よ
り
発
見
。

１
９
３
２

７
年

頃
末
・
水
巻
信
用
組
合
合
併
し
て
、
水
巻
信
用
購
買
販
売
利
用
組
合
を
設
立
。

西
　
暦

和
　
暦

水
巻
町
の
主
な
で
き
ご
と

１
９
３
２

７
年

猪
熊
西
瓜
市
場
に
出
始
め
る
。

１
９
３
３

８
年

水
巻
村
役
場
頃
末
に
移
転
。

１
９
３
４

９
年

日
本
炭
礦
設
立
（
三
好
砿
業
を
買
収
）。

１
９
３
５

10
年

頃
末
公
会
堂
落
成
。
頃
末
・
ニ
間
産
業
道
路
完
成
。

１
９
３
６

11
年

　
小
学
校
頃
末
分
校
を
頃
末
尋
常
小
学
校
と
し
て
校
名
変
更

１
９
３
８

13
年

頃
末
郵
便
局
開
局
。
高
尾
・
梅
ノ
木
・
高
松
・
片
山
に
巡
査
駐
在
所
を
設
置
。

１
９
４
０

15
年

「
水
巻
町
」
町
制
施
行
。
頃
末
小
学
校
消
失
。

国
勢
調
査
人
口
２
４
、７
４
０
人
。
立
屋
敷
遺
跡
を
東
京
・
九
州
の
考
古
学
会
で
発
表
。

日
本
炭
礦
中
央
病
院
新
築
。
都
市
計
画
区
域
決
定
。

１
９
４
１

16
年

尋
常
小
学
校
を
国
民
学
校
と
改
称
。
太
平
洋
戦
争
突
入
。

１
９
４
３

18
年

水
巻
農
業
会
（
戦
後
水
巻
農
協
）
を
設
立
。

１
９
４
５

20
年

役
場
焼
失
。
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
。

国
勢
調
査
人
口
２
０
、４
９
２
人
。

１
９
４
６

21
年

農
地
改
革
実
施
。

１
９
４
７

22
年

水
巻
中
学
校
創
立
。
新
憲
法
施
行
。
地
方
自
治
法
制
定
。

１
９
４
８

23
年

水
巻
町
農
業
協
同
組
合
設
立
。

１
９
４
９

24
年

水
巻
町
信
用
組
合
設
立
。
水
巻
公
民
館
設
置
。

水
巻
町
警
察
署
設
置
。

１
９
５
０

25
年

町
制
施
行
10
周
年
。
地
方
税
法
施
行
。

国
勢
調
査
人
口
３
１
、３
８
６
人
。
水
巻
町
役
場
庁
舎
新
築
。

若
松
市
営
バ
ス
水
巻
町
乗
り
入
れ
。

１
９
５
２

27
年

水
巻
町
教
育
委
員
会
発
足
。
水
巻
町
立
水
巻
高
等
学
校
開
校
。

１
９
５
３

28
年

遠
賀
川
大
洪
水
。
頃
末
・
垣
添
町
営
住
宅
建
設
開
始
。

１
９
５
４

29
年

遠
賀
信
用
金
庫
設
立
。
水
巻
町
警
察
署
廃
止
。
下
二
町
営
住
宅
建
設
開
始
。

１
９
５
５

30
年

遠
賀
川
大
橋
開
通
。
町
民
会
館
落
成
。
国
勢
調
査
人
口
３
２
、２
４
５
人
。

　
小
学
校
猪
熊
分
校
を
猪
熊
小
学
校
と
し
て
創
立
。

１
９
５
６

31
年

樋
口
郵
便
局
開
局
。

１
９
５
７

32
年

ニ
町
営
住
宅
建
設
開
始
。

水
巻
中
学
校
南
分
教
場
を
水
巻
南
中
学
校
と
し
て
創
設
。

１
９
５
８

33
年

公
民
館
結
婚
式
始
ま
る
（
５
０
０
組
）

１
９
５
９

34
年

町
立
第
一
保
育
所
開
所
。
日
本
炭
礦
野
球
部
都
市
対
抗
野
球
大
会
に
出
場
。

も
っ
と

知
り
た
い 

み
ず
ま
き
の
歴
史

西
　
暦

和
　
暦

水
巻
町
の
主
な
で
き
ご
と

１
９
５
９

34
年

東
京
大
相
撲
水
巻
場
所
開
催
。

１
９
６
０

35
年

町
制
施
行
20
周
年
。
国
政
調
査
人
口
３
４
、９
２
７
人
。
猪
熊
町
営
住
宅
建
設
開
始
。

１
９
６
１

36
年

国
鉄
水
巻
駅
開
業
。
新
国
道
３
号
線
開
通
。
下
二
小
学
校
火
災
。

１
９
６
２

37
年

母
子
寮
開
設
。
町
水
道
事
業
開
始
。
水
巻
町
誌
発
行
。

１
９
６
３

38
年

遠
賀
保
健
所
設
置
。
水
巻
町
立
水
巻
高
等
学
校
廃
校
。

中
間
市
外
遠
賀
郡
四
ヶ
町
環
境
衛
生
施
設
組
合
設
立
。

１
９
６
４

39
年

福
岡
法
務
局
水
巻
出
張
所
開
設
。
遠
賀
郡
農
業
協
同
組
合
発
足
。

１
９
６
５

40
年

町
立
第
二
保
育
所
開
所
。
水
巻
消
防
署
発
足
。
国
勢
調
査
人
口
３
０
、９
３
５
人
。

１
９
６
６

41
年

日
本
炭
礦
第
一
砿
業
所
閉
鎖
。

１
９
６
７

42
年

み
ず
ほ
団
地
建
設
開
始
。
吉
田
工
業
団
地
造
成
開
始
。
住
民
基
本
台
帳
法
施
行
。

１
９
６
８

43
年

吉
田
団
地
建
設
開
始
。
芦
屋
町
外
三
ヶ
町
環
境
衛
生
施
設
組
合
設
立
。

１
９
６
９

44
年

学
習
等
供
用
施
設
・
町
立
第
三
保
育
所
開
所
。

１
９
７
０

45
年

町
制
施
行
30
周
年
。
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
結
成
。
美
吉
野
団
地
造
成
開
始
。

国
勢
調
査
人
口
２
６
、９
７
７
人
。
過
疎
地
域
指
定
。

遠
賀
郡
岡
垣
町
外
三
ヶ
町
伝
染
病
院
組
合
設
立
。

１
９
７
１

46
年

日
本
炭
礦
閉
山
。
遠
賀
郡
消
防
組
合
設
立
。

遠
賀
郡
遠
賀
町
外
四
市
町
村
火
葬
場
組
合
設
立
。

１
９
７
２

47
年

第
１
次
水
巻
町
総
合
計
画
策
定
。
水
巻
町
立
水
巻
中
学
校
新
築
移
転
完
了
。

猪
熊
工
業
団
地
造
成
。

１
９
７
３

48
年

水
巻
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
建
設
。
水
巻
町
土
地
開
発
公
社
設
立
。
農
振
地
域
指
定
。

１
９
７
４

49
年

老
人
憩
い
の
家
建
設
。
高
松
団
地
建
設
開
始
。

下
二
小
学
校
を
吉
田
・
伊
左
座
小
学
校
に
分
離
新
設
。

都
市
計
画
用
途
地
域
指
定
。

１
９
７
５

50
年

梅
ノ
木
団
地
建
設
開
始
。

国
勢
調
査
人
口
２
４
、３
７
７
人
。
国
土
調
査
事
業
開
始
。

１
９
７
６

51
年

都
市
計
画
道
路
決
定
。
高
松
下
水
処
理
場
完
成
。
高
松
団
地
造
成
開
始
。

１
９
７
７

52
年

水
巻
南
中
学
校
新
築
移
転
。
鯉
口
団
地
建
設
開
始
。
野
間
・
い
わ
ぜ
町
営
住
宅
建
設
開
始
。

猪
熊
グ
ラ
ウ
ン
ド
完
成
。
県
営
お
か
の
台
団
地
建
設
開
始
。

１
９
７
８

53
年

立
屋
敷
八
劔
神
社
大
銀
杏
福
岡
県
天
然
記
念
物
指
定
。

町
立
第
二
保
育
所
新
築
移
転
。

１
９
７
９

54
年

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
開
設
。

一
部
事
務
組
合
を
遠
賀
中
間
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
に
統
合
。

１
９
８
０

55
年

町
制
施
行
40
周
年
。
国
勢
調
査
人
口
２
７
、１
９
６
人
。

吉
田
グ
ラ
ウ
ン
ド
完
成
。
遠
賀
川
河
口
堰
完
成
。

１
９
８
１

56
年

改
良
住
宅
建
設
完
了
（
吉
田･

高
松
・
鯉
口
）。

西
　
暦

和
　
暦

水
巻
町
の
主
な
で
き
ご
と

１
９
８
２

57
年

町
民
体
育
館
完
成
。
御
牧
大
橋
完
成
。

１
９
８
４

59
年

武
道
館
完
成
。
水
巻
駅
前
駐
輪
場
完
成
。

１
９
８
５

60
年

水
巻
町
役
場
新
庁
舎
完
成
。
国
勢
調
査
人
口
３
０
、０
６
２
人
。

１
９
８
６

61
年

中
央
公
民
館
完
成
。
第
２
次
水
巻
町
総
合
計
画
策
定
。
町
民
の
こ
と
ば
決
定
。

町
の
木
「
イ
チ
ョ
ウ
」
町
の
花
「
コ
ス
モ
ス
」
決
定
。

１
９
８
７

62
年

町
民
大
運
動
会
開
始
。
遠
賀
川
河
川
敷
公
園
整
備
開
始
。

１
９
８
８

63
年

上
水
道
古
賀
配
水
池
完
成
。
J
R
東
水
巻
駅
開
業
。

１
９
８
９

平
成 

元
年

総
合
運
動
公
園
建
設
開
始
。
ニ
団
地
建
設
開
始
。

１
９
９
０

２
年

町
制
施
行
50
周
年
。
町
立
第
一
保
育
所
新
築
移
転
。
過
疎
地
域
指
定
解
除
。

国
勢
調
査
人
口
２
９
、７
５
６
人
。

１
９
９
１

３
年

産
炭
地
域
振
興
臨
時
措
置
法
10
年
延
長
。
高
松
団
地
景
観
事
業
開
始
〜
12
年
。

１
９
９
２

４
年

吉
田
団
地
景
観
事
業
開
始
〜
６
年
。
南
部
公
民
館
完
成
。

１
９
９
３

５
年

ふ
れ
あ
い
広
場
完
成
。
明
神
ケ
辻
山
自
然
公
園
完
成
。
猪
熊
小
学
校
講
堂
完
成
。

１
９
９
４

６
年

過
疎
地
域
経
過
措
置
終
了
。
地
方
拠
点
都
市
地
域
指
定
。
ふ
る
さ
と
緑
地
完
成
。

堀
川
周
辺
修
景
整
備
。

１
９
９
５

７
年

い
き
い
き
ほ
ー
る
完
成
。
J
R
水
巻
駅
南
口
完
成
。
遠
賀
川
下
流
流
域
下
水
道
事
業
認
可
。

国
勢
調
査
人
口
３
１
、２
８
９
人
。

１
９
９
６

８
年

日
蘭
中
学
生
交
流
事
業
開
始
。

１
９
９
７

９
年

福
祉
バ
ス
事
業
開
始
。

１
９
９
８

10
年

み
ど
り
ん
ぱ
ぁ
ー
く
完
成
。
第
３
次
水
巻
町
総
合
計
画
策
定
。

水
巻
町
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
・
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
決
定
。

２
０
０
０

12
年

町
制
施
行
60
周
年
。
図
書
館
・
歴
史
資
料
館
完
成
。
町
立
第
三
保
育
所
新
築
移
転
。

国
勢
調
査
人
口
３
１
、６
２
３
人
。

第
１
回
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り
開
催
。

２
０
０
１

13
年

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
制
度
開
始
。
児
童
少
年
相
談
セ
ン
タ
ー
開
設
。

２
０
０
４

16
年

ほ
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
児
童
少
年
相
談
セ
ン
タ
ー
）
新
築
移
転
。

国
際
交
流
協
会
設
立
。

２
０
０
５

17
年

町
立
第
二
保
育
所
廃
止
（
吉
田
団
地
）。

国
勢
調
査
人
口
３
０
、６
７
９
人
。

２
０
０
６

18
年

第
１
次
行
財
政
改
革
緊
急
行
動
計
画
実
施
。

２
０
０
７

19
年

サ
ク
ラ
ほ
ー
る
（
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
開
設
。

２
０
０
８

20
年

第
４
次
水
巻
町
総
合
計
画
策
定
。

２
０
０
９

21
年

北
九
州
市
営
バ
ス
南
部
循
環
線
運
行
開
始
。

第
10
回
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り
開
催
。

２
０
１
０

22
年

町
制
施
行
70
周
年
。

25 24



4

　

水
巻
中
央
三
山
の
一
角
で
緑
に
囲
ま
れ
た
図

書
館
・
歴
史
資
料
館
。
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い

を
大
切
に
、
町
を
愛
す
る
仲
間
が
集
う
コ
ミ
ニ

ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
情
報
発
信
の
場
で
す
。

　

ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な
本
が
た
く
さ
ん
あ
っ

て
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
み
ん
な

が
楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
建
築

に
よ
り
、
床
の
段
差
や
机
、
本
棚
の
高
さ
な
ど
、

細
か
い
気
配
り
で
人
に
優
し
く
利
用
し
や
す
い

施
設
で
す
。 

　 水巻町古賀 3-18-1
　 093-201-5000　

10：00～18：00
　 月・年末年始・
　 その他（整理日など）
　 駐車場 80 台
　 身障者専用 2 台

　水巻町図書館・歴史資料館は平成12年にオープン
した町営の図書館。延床面積は 3,589㎡、蔵書はな
んと14万冊におよびます。人と人がふれあう図書館と
して、たくさんの家族連れでにぎわっています。「楽し
く本を読みたい！」そんなあなたにぴったりな図書館
です。

図書館に
でかけよう
本
は
あ
な
た
の
人
生
を
豊
か
に
し
ま
す
。

水
巻
町
図
書
館
・
歴
史
資
料
館

図
書
館
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ノ
ー
ル
ド
オ
ー
ス
ト
ポ
ル
ダ
ー
市
に
あ
る
ポ
ル
ダ
ー
タ
ワ
ー

を
模
し
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
塔
が
あ
り
ま
す
。
実
物
の
３
分
の
１
の
大
き
さ
で
す
。

学習コーナー一般開架スペース

暮らしの
コーナー

キッズスペース

テラス

エントランス

トイレ

くつろぎ
スペース ティーンズスペース

畳の間

返却
ポスト

会議室

読書室

赤ちゃん
ルーム

②調べもの・郷土資料

③音と映像のスペース

④オランダコーナー

①お話のおうち

　キッズスペースにあるお話の
おうちでは、毎週末、ボランティ
アによるお話会が行われていま
す。ちびっ子たちに大人気のス
ペースです。

①
お
話
の
お
う
ち

　館内に備え付けられているテレ
ビを使って、DVD やビデオを見る
ことができます。CDの貸出も行っ
ていて、館内用携帯CDプレーヤー
で音楽を楽しむこともできます。

③
音
と
映
像
の
ス
ペ
ー
ス

　郷土史に関する本や様々な資
料などを揃えています。レファ
レンスといって、必要な資料を
調べて案内してくれるサービス
も行っています。

②
調
べ
も
の
・
郷
土
資
料

　水巻町とオランダの交流の
様子や歴史、オランダに関す
る様々な本を読むことができる
コーナー。大人から子どもまで、
みんなが楽しめます。

④
オ
ラ
ン
ダ
コ
ー
ナ
ー

遊びたいもっと まちの公共施設

1F

2F
　図書館から少し登ったとこ
ろに建っている十字架の塔。戦
時中、日本で亡くなったオラン
ダ兵 871 人の名前が刻まれて
います。現在も毎年、オランダ
から慰霊団が訪れています。

オ
ラ
ン
ダ
と
の
絆
、十
字
架
の
塔 本の森ではいつでも新たな出会いがあなたを待っています。

知
っ
て
る
？

視聴覚
ホール

27 26

企画展示
コーナー

常設展示
コーナー

　

図
書
館
に
併
設
さ
れ
た
歴
史
資
料
館
。
常
設

展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
遠
賀
川
周
辺
に
住
む
生

き
物
の
は
く
製
や
弥
生
時
代
の
遠
賀
川
土
器
の

資
料
、
出
土
品
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、
八
劔
神
社
の
木
造
狛
犬
（
平
安

時
代
）・
随
神
像
（
室
町
時
代
）
な
ど
水
巻
町

の
代
表
的
な
文
化
財
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
企
画
展
示
コ
ー
ナ
ー
は
、
各
種
企
画

展
や
町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
た
く
さ
ん
の
人

に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
も
、
古
代
か
ら
の
さ
さ
や
き
に
、
そ
っ

と
耳
を
か
た
む
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

歴 史 資 料 館 　 093-201-0999

・水巻中

総合運動公園

図書館
歴史資料館多賀山

C
６

読書テラス（公開書庫）



水巻町南部公民館
　 水巻町下二東 3-3-21　　093-202-2472

受付時間 8：30～17：15（平日のみ）
　 利用時間 8：30～22：00
　 第 3 日曜日・年末年始
　 駐車場 76 台

文
化
が
薫
る
憩
い
の
場

水
巻
町
南
部
公
民
館
・
ふ
れ
あ
い
広
場

水巻町中央公民館
　 水巻町頃末北 1-1-2　　093-201-0401
　 受付時間 8：30～17：15（平日のみ）
 　利用時間 8：30～22：00
　 第 3 日曜日・年末年始
　 駐車場 218 台　身障者専用 2 台

コ
ン
サ
ー
ト
や
講
演
会
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

水
巻
町
中
央
公
民
館

みどりんぱぁーく
　 水巻町猪熊 1丁目 500-1 他
　 093-201-4321（役場都市計画係）

7：00～19：00（冬季 18：00 まで）
　 駐車場 50 台　身障者専用 2 台

青
空
に
緑
い
っ
ぱ
い
の
公
園

み
ど
り
ん
ぱ
ぁ
ー
く

水巻町総合運動公園
　 水巻町頃末北 3-10-1　　093-201-4000
　 093-201-5757（テニスコート）

受付時間 8：30～17：15（平日のみ）
　 利用時間 9：00～21：30
　 年末年始　　駐車場 225 台（無料）

野
球
に
サ
ッ
カ
ー
、
テ
ニ
ス
、
夏
に
は
プ
ー
ル
も
オ
ー
プ
ン

水
巻
町
総
合
運
動
公
園

もっと

まちの公共施設

サ
ク
ラ
が
最
高
に
素
敵
で
す

多
賀
山
自
然
公
園

多賀山自然公園
　 水巻町古賀 3 丁目
　 093-201-4321（役場都市計画係）
　 あり（図書館と併用のため、図書館休
　 館日は駐車できません）

水巻町武道館
　 水巻町吉田西 3-1-10　
　 093-201-3051 

9：00～21：00
　 年末年始
　 あり

剣
道
や
空
手
な
ど
武
道
と
い
え
ば

水
巻
町
武
道
館

猪熊グラウンド
　 水巻町猪熊 9 丁目1074 番地
　 093-201-4000（総合運動公園管理棟）

8：00～19：00
　 年末年始
　 あり

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
み
ん
な
が
楽
し
ん
で
い
ま
す

猪
熊
グ
ラ
ウ
ン
ド 

吉田グラウンド
　 水巻町吉田西 3 丁目1943 番地
　 093-201-4000（総合運動公園管理棟）

8：00～19：00
　 年末年始
　 あり

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
最
適

吉
田
グ
ラ
ウ
ン
ド

明神ヶ辻山自然公園
　 水巻町　1丁目 684-2 他
　 093-201-4321（役場都市計画係）
　 総合運動公園駐車場 255 台

展
望
台
か
ら
見
る
３
６
０
度
の
パ
ノ
ラ
マ
ビ
ュ
ー

明
神
ヶ
辻
山
自
然
公
園

堀川歴史公園
　 水巻町吉田東 3 丁目
　 093-201-0999（歴史資料館）
 　堀川沿いにある公園。堀川の歴史がパ
ネルで紹介されています。

堀
川
の
歴
史
、
知
っ
て
い
ま
す
か
？

堀
川
歴
史
公
園

ターゲットバードゴルフ場
　 水巻町猪熊 10 丁目1470 番地の 1 地先
　 080-5246-2020

9：00～16：30（冬季 16：00 まで）
　 年末年始
　 あり

近
隣
で
体
験
で
き
る
の
は
こ
こ
だ
け
で
す

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
場

水巻町民体育館
　 水巻町おかの台 33‐1
　 093-201-3936

9：00～21：00
　 年末年始
　 あり

み
ず
ま
き
で
一
番
大
き
な
体
育
館
で
す

水
巻
町
民
体
育
館

水巻町体育センター
　 水巻町頃末北 1-2-15
　 093-201-4000（総合運動公園管理棟）

9：00～21：00
　 年末年始
　 あり

体
を
動
か
し
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

水
巻
町
体
育
セ
ン
タ
ー

水巻町陶芸室・染工房
　 水巻町頃末北 2-15-1
　 093-201-0401（中央公民館）

9：00～21：00
　 第 3 日曜日・年末年始
　 あり

創
造
す
る
喜
び･･･

水
巻
町
陶
芸
室
・
染
工
房

29 28

中央公民館
・水巻町役場

NTT

体育館・

・水巻中

水巻町
総合運動公園

・水巻中

・図書館
歴史資料館

水巻町
総合運動公園

多賀山

・図書館
歴史資料館多賀山

・水巻南中
南部
公民館

猪熊小
ダイエー

みどりん
ぱぁーく

 曲
川

遠
賀
川

中央公民館・

・水巻町役場

・NTT

体育センター

武道館

吉田
グラウンド

・障害者福祉センター

曲
 川

堀
川

水巻町
総合運動公園

明神ヶ辻山
自然公園

遠
賀
川

曲
川

伊豆神社・ ･ 町役場

武道館・

吉田
グラウンド

・障害者福祉センター

堀
川

 曲
川

猪熊小・ 

町
民
体
育
館

曲
　川

猪熊
グラウンド

遠
賀
川

御牧大橋

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド

ゴ
ル
フ
場

曲
　川

猪熊
グラウンド

遠
賀
川

御牧大橋

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド

ゴ
ル
フ
場

水巻町
総合運動公園

明神ヶ辻山
自然公園

遠
賀
川

曲
川

・伊豆神社陶芸室
染工房

･ 吉田小

吉田
グラウンド

･河守神社
堀川歴史公園

　堀
川

貴船橋

C
６

D
９

B
４

D
７

C
６

C
４

E
９

C
７

C
７

B
２

E
８

C
７

E
８

A
２

図書館・歴史資料館のほかにも町内にはたくさんのスポーツ・

文化施設があります。気軽に利用してくださいね。

国
道

３
号

線

お
か
の
台

国
道

３
号

線

所在地
電話番号
開館時間
休館日
駐車場

ダイエー 

遊びたい



サクラほーる
　 水巻町吉田団地 6-1
　 093-201-3344
　 8：30～19：00
　 第４日曜日・年末年始
　 さまざまサークルが活動しています

高
齢
者
の
心
身
と
福
祉
の
増
進
の
た
め
に

サ
ク
ラ
ほ
ー
る
（
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

水巻町障害者福祉センター
　 水巻町吉田西3丁目1-8
　 093-201-0794
　 9：00～17：00
　 日・祝日・お盆・年末年始

障
が
い
者
の
自
立
の
た
め
に

水
巻
町
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

水巻町老人憩の家「えぶり山荘」
　 水巻町　1-2-13
　 093-202-6230
　 9：00～17：00
　 日・祝日・お盆・年末年始
　 町内に居住する60歳以上の人が利用可

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
も
利
用
で
き
ま
す

水
巻
町
老
人
憩
の
家 

え
ぶ
り
山
荘

いきいきほーる
　 水巻町頃末南3-11-1　　093-202-3212
　 受付時間 8：30～17：15（平日）
　 利用時間 8：30～22：00
　 第４日曜日・年末年始
　 1階・健康課　2階・社会福祉協議会

健
康
と
福
祉
の
拠
点

い
き
い
き
ほ
ー
る

北部高齢者支援センター
　 水巻町猪熊1-6-40　 093-202-8990　
　 利用時間　24 時間いつでも結構です。
　 担当地区　猪熊、樋口、樋口東、おかの
　 台、高松、梅ノ木団地、古賀2丁目

北
部
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー

31

いきいき
ほーる

JR 水巻駅

武道館・

吉田
グラウンド

障害者福祉
センター

堀
川

明神ヶ辻山
自然公園

遠
賀
川

曲
川

・伊豆神社えぶり
山荘

猪熊小
ダイエー 曲

川

遠
賀
川

支援センター

サクラほーる

水巻共立病院・

曲
川

B
5

B
7

E
9

D
8

E
9

南部高齢者・障害者支援センター
　 水巻町吉田南2-9-1（水巻松快園内）
　 093-201-8826　 利用時間　24時間い
　 つでも結構です。　 担当地区　伊左座、
 　下二東3丁目、二東、 二西、吉田東、 吉田
　 西、吉田南、吉田団地、宮尾台

南
部
高
齢
者
・
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

水巻学園 

福祉松快園 

支援センター F
10

中
部
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー

頃末小 

・マックス
バリュ

中部高齢者支援センター
　 水巻町頃末北 4-2-30　 093-201-1314
　 利用時間　24 時間いつでも結構です。
 　担当地区　古賀1・3丁目、高尾、 頃末北、
　 頃末南、中央、　、緑ヶ丘、美吉野、鯉口、立
　 屋敷、下二東1・2丁目、下二西

D
7

み
ず
ま
き
の
福
祉
関
連
の
施
設

　
　
水
巻
町
で
は
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
が
生
き

が
い
を
持
っ
て
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
よ
う

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま

す
。
い
き
い
き
ほ
ー
る
や
高
齢
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
な
ど
施
設
も
充
実
。
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

高
齢
者
の
強
い
味
方

高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
強
い
味
方
と
し
て

高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
を
町
内
に
３
か
所
設

置
し
、
皆
さ
ん
の
在
宅
で
の
生
活
を
応
援
し

て
い
ま
す
。
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高

齢
者
の
福
祉
・
医
療
に
つ
い
て
の
総
合
相
談

窓
口
で
す
。
日
ご
ろ
悩
ん
で
い
る
こ
と
が
あ

れ
ば
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
費
用
は
無

料
で
す
。
専
門
員
が
お
応
え
し
ま
す
。

高
齢
者
や
障
が
い
者
、
妊
婦
さ
ん
な
ど

の
無
料
バ
ス 

「
ゆ
め
あ
い
バ
ス
」

　
　
ゆ
め
あ
い
バ
ス
は
、
役
場
、
い
き
い
き
ほ
ー

る
、
老
人
憩
の
家
、
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

サ
ク
ラ
ほ
ー
る
な
ど
循
環
し
て
、
高
齢
者
な

ど
の
社
会
参
加
を
支
援
し
て
い
ま
す
。 

ゆめあいバス（福祉バス）
●対　象 高齢者、障がい者、妊婦

※同伴している介護者や乳幼児も利用できます。

●費　用 無料

●運休日　 日・祝日・お盆・年末年始

●問い合わせ 福祉課・高齢者支援係 093-201-4321

も
っ
と

知
り
た
い 

ま
ち
の
福
祉
施
設

　　

水
巻
町
に
は
健
康
と
福
祉
の
拠
点
「
い
き
い
き
ほ
ー
る
」
が
あ

り
ま
す
。
い
き
い
き
ほ
ー
る
の
１
階
に
は
保
健
師
や
栄
養
士
が
い

て
、
健
康
に
関
す
る
相
談
な
ど
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

２
階
に
は
社
会
福
祉
協
議
会
が
あ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
の

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

みどりん
ぱぁーく

支援センター

国道
３号
線

30
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水巻町子育て支援センター

　 水巻町古賀 2-4-17

　 093-203-5772

　 9：00 ～17：00（月～金）

　 土・日・祝日・年末年始

　 第二保育所横にありますま
ち
の
子
育
て
施
設

も
っ
と知
り
た
い

「親子で遊ぼう」にアンパンマンが登場。支

援センターはいつも笑顔でいっぱいです。

南部公民館に集まって楽しいバルーンアー

ト。エアロビやリトミックもあります。

子育て広場は、いつでも自由に楽しく遊べ

ます。子どもと気楽に遊びにきませんか。

お天気に恵まれた「親子で遊ぼう どこで

も広場」。みどりんぱぁーくに集合です。

楽しい体操やビニール袋で作った凧揚げ、

ボール遊びなどで、思いっきりリフレッシュ。

子育て支援センターと水巻吉田保育園ゆ

めらんどの合同運動会。それいけ～！

ファミリーサポートセンター事業のしくみ

ファミリーサポートセンター
次のサポートをまかせて会員に依頼します。

●保育所や幼稚園、小学校や児童クラブなどの

　開所時間までの児童の預かり。

●これらの保育施設などの閉所後の児童の預かり。

●これらの保育施設などサポートを行う場所との

　児童の送迎。

●児童の軽度の病気や保育施設などの休日の児童

の預かり。

●冠婚葬祭や学校行事、買い物などの外出のとき

の児童の預かり。

まかせて会員
次の要件を満たしている人が登録できます。

●町内在住で、自宅で子どもを預かることができる人

●心身ともに健康で、積極的に活動できる人。

●ファミリーサポートセンターの講習会を受講し、

　履修課程を修了できる人。

おねがい会員
次の要件を満たしている家庭が登録できます。

●町内に住んでいるか町内に勤務していること。

●生後６か月から小学生までの子どもがいること。

●ファミリーサポートセンターの行事などになるべ

く参加できること。

費用負担

サポート実施

連
絡
調
整

活
動
報
告

連絡調整

サポート依頼

水
巻
町

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

町
立
第
二
保
育
所
に
併
設
し
て
あ
る
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
。
小
さ
な
子
ど
も
と

お
母
さ
ん
が
い
つ
で
も
遊
べ
る
よ
う
に
、

毎
日
子
育
て
広
場
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
月
、「
親
子
で
遊
ぼ
う
」な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
も
開
催
。
町
内
外
か
ら
た
く
さ

ん
の
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
に
つ
い
て
の
様
々
な
相
談
に
も

対
応
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
も
行

っ
て
い
て
、
子
育
て
支
援
の
中
心
的
施
設

と
な
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
子
育
て
応
援
し
ま
す

　 相談窓口

　毎日の子育ての中で「これでいいのかな」「たいへん

だな」と思うことがありませんか。ひとりで悩まずに気

軽にご相談ください。一緒に考えていきましょう。

●電話・来所・訪問相談　8：30 ～17：00（月～金）

　 親子で遊ぼう

　毎月、子育て支援センターや南部公民館、

みどりんぱぁーくなどで、各種イベントを行っ

ています。

B
5

水巻中

梅ノ木団地

ほっと
ステーション

子育て支援センター

第二保育所



子
育
て
か
ら
不
登
校
の
悩
み
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

ほ
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
水
巻
町
児
童
少
年
相
談
セ
ン
タ
ー
）

ほっとステーション（水巻町児
童少年相談センター）
　 水巻町古賀２-5-8
　 093-203-1555　
　 8：30～17：15（月～金）
　 土・日・祝日・年末年始

35 34

ちょっと「ほっと」してみませんか。

「ほっとステーション」での相談は、「答える」より「応えていく」相談です。 相談者は、何か月も何年も

悩んでいる場合が多く、自分であらゆる方法を試した末に相談にきて、初対面の相談員にだれにも言

えない苦しい胸の内を話します。 相談員は、その訴えを静かに時間をかけて耳を傾け、その人なりの

こたえが出るようにそばに居て、心のケアをしたり、解決のための情報の提供やサービスを紹介した

りして支援をします。これからも皆さんの心の相談を行いますので、安心して何でも相談してください。

相談者の秘密は厳守します。

ほ
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は

こ
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

水巻第一保育所
　 水巻町頃末北 1-1-3
　 093-201-1500
　 7：00～19：00（18：00～19：00 は別料
　 金にて延長保育）
　 日・祝日・年末年始

一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
と
も
に
育
ち
あ
う

水
巻
第
一
保
育
所

水巻町役場 

NTT・

第一保育所

D
7

水巻町第二保育所
　 水巻町古賀 2-4-17　　093-201-4191
　 7：00～19：00（18：00～19：00 は別料
 　金にて延長保育）
　 日・祝日・年末年始（休日保育・一時保
　 育あり）

地
域
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

水
巻
町
第
二
保
育
所

 曲
川

梅ノ木団地

第二保育所

B
5

水巻聖母幼稚園
　 水巻町頃末南 1-35-3
　 093-201-9559
　 通常保育（8：00～14：00）・午前中保育（8：00
　 ～11：30）・預かり保育（15：00～18：00）
　 土・日・祝日・夏冬春休み（土・夏冬春
　 休みは預かり保育あり）

み
ん
な
と
な
か
よ
く
／
自
律
・
自
立
・
自
由

水
巻
聖
母
幼
稚
園

レッド
キャベツ・ 

国
道

３
号

線

水巻町役場 

聖母
幼稚園

D
7

水巻中央幼稚園
　 水巻町古賀 2-1-8
　 093-201-0419　　9：00～14：30（14：30
　 ～18：00 は別料金にて延長保育）
　 土・日・祝日・夏冬春休み（土・夏冬春
　 休みは預かり保育あり）

子
ど
も
の
世
界
を
大
切
に
、好
奇
心
で
瞳
輝
く
毎
日
を

水
巻
中
央
幼
稚
園

 曲
川

中央
幼稚園

梅ノ木団地

C
5

水巻吉田保育園
　 水巻町吉田西 2-1-13
　 093-202-7193
　 7：00～19：00（18：00～19：00 は別料
 　金にて延長保育）
　 日・祝日・年末年始（一時保育あり）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
も
併
設
し
て
い
ま
す

水
巻
吉
田
保
育
園

吉田
保育園

曲
　川

武道館・

吉田
グラウンド

E
8

水巻みなみ保育所
　 水巻町二西 1-7-1
　 093-202-5218
　 7：00～19：00（18：00～19：00 は別料
 　金にて延長保育）
　 日・祝日・年末年始

泣
い
て 

笑
っ
て 

け
ん
か
し
て 

元
気
な 

み
な
み
っ
子

水
巻
み
な
み
保
育
所

伊左座小 

みなみ保育所 D
10

水巻北保育所
　 水巻町猪熊 5-3-8
　 093-201-9308
　 7：00～19：00（18：00～19：00 は別料
　 金にて延長保育）
　 日・祝日・年末年始

夢
・
ゆ
と
り
・
し
ぜ
ん
・
い
の
ち

水
巻
北
保
育
所

猪熊小 
ダイエー 

 曲
川

北保育所

 

お
か
の
台

B
3

B
5

育
て
に
悩
ん
で
い
る
人

た
ち
の
た
め
の
相
談

保
育
士
や
保
健
師
、
管
理
栄
養
士
な

ど
の
専
門
機
関
と
協
力
し
て
、
子
育

て
中
の
皆
さ
ん
が
抱
え
る
い
ろ
い
ろ

な
心
配
ご
と
や
悩
み
の
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

登
校
・
非
行
な
ど
に
悩
む

人
た
ち
の
た
め
の
相
談

不
登
校
や
非
行
と
い
う
選
択
を
す
る

ま
で
に
は
、
子
ど
も
な
り
に
か
な
り

の
時
間
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
本
人
や
家
族
を
対
象
と
し
て
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。 

ど
も
た
ち
の
居
場
所
の
提
供

学
校
に
行
け
な
い
子
ど
も
た
ち
に
は

ど
こ
に
も
自
分
の
居
場
所
が
あ
り
ま

せ
ん
。
相
談
セ
ン
タ
ー
は
、
し
ば
ら

く
の
期
間
、
相
談
員
と
関
わ
り
な
が

ら
自
分
の
歩
く
早
さ
で
少
し
ず
つ
心

を
回
復
し
て
い
く
居
場
所
を
提
供
し

て
い
ま
す
。 

き
い
き
ほ
ー
る
や
学
校
な
ど

と
の
連
携
に
よ
る
支
援 

心
配
や
悩
み
を
抱
え
て
相
談
に
く
る

人
に
対
し
て
、
心
の
相
談
ば
か
り
で

は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
や

情
報
を
提
供
す
る
関
係
機
関
と
連
携

し
て
対
応
し
ま
す
。

もっと知りたいまちの子育て施設
水巻町には、赤ちゃんから19歳まで、各年齢に合ったさまざまな育児・教育施設があります。困っ

たときは、役場子育て支援係やほっとステーションなどにご相談ください

子 不 子 い

水巻幼稚園
　 水巻町下二西 3-6-15
　 093-202-0001　　9：00～14：30（14：30
　 ～18：00 は別料金にて延長保育）
　 土・日・祝日・夏冬春休み（土・夏冬春
　 休みは預かり保育あり）

命
の
尊
さ
を
学
び
、
心
の
根
っ
こ
を
育
て
ま
す

水
巻
幼
稚
園

南部公民館・

水巻幼稚園

ふれあい広場

C
9

下二交差点・

梅ノ木団地

ほっと
ステーション

・子育て支援センター
　第二保育所

水巻中
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み
ず
ま
き
の

医
療
機
関
を
知
っ
て
ま
す
か

37

遠
賀
中
間
医
師
会
　
お
ん
が
病
院
内

遠
賀
・
中
間
休
日
急
病
セ
ン
タ
ー

遠賀・中間休日急病センター
　内・小児　　遠賀町尾崎1725-2（遠賀中間医
　師会おんが病院内）　　093-282-9919
　9：00～17：00（日・祝日・12月31日～1月3
　日のみ診察。1月1日は12：00～17：00）

　
平
成
21
年
４
月
５
日
か
ら
、
遠
賀
町
の
遠
賀
中
間
医
師

会
お
ん
が
病
院
内
で
診
療
を
開
始
し
た
遠
賀
・
中
間
休
日

急
病
セ
ン
タ
ー
。

　
日
曜
、
祝
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
と
12
月

31
日
か
ら
１
月
３
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
（
１

月
１
日
は
正
午
か
ら
）
の
急
病
診
療
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

診
療
科
目
は
内
科
と
小
児
科
で
す
。

　
休
日
で
、
か
か
り
つ
け
医
が
不
在
の
と
き
は
、
こ
の
遠
賀
・

中
間
休
日
急
病
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

小児救急電話相談
子どもの急な病気やけがで困ったら

19：00～翌朝7：00
夜間の子どもの病気の時、短縮番号＃8000に電
話をかけると、相談窓口に自動転送され、小児科
医や看護師からお子さんの症状に応じた適切な対
処の仕方や受診する病院などのアドバイスを受け
られます。

電話による問い合わせ医

平日  　　18：00～22：00
日・祝日　 　　17：00～22：00
夜間の急な病気やけがで困ったら、電話によ
る問い合わせの対応を医師が行っています。

病児･病後児保育室
「ぞうさんルーム」
病気または病気の回復期にあって入院の必要はな
いけれど、集団保育も保護者が見ることも困難な
子どもを一時的に預かります。
※「ぞうさんルーム」または役場などで登録が必要です。

○対象年齢　生後３か月～小学校３年生
○開所日時　平日8：00～17：30
※日・祝日・お盆（８/13～ 8/15）、年末年始
　（12/29 ～1/3）は休み
○実施場所　「遠賀中間医師会おんが病院」内
○予約電話番号　☎ 093-281-3851

休日
夜間

みずまきの      の救急医療

救急車の利用は
救急車を軽い病気やけがなどで安易に利用する
と、生命の危険がある重病や危篤な人の搬送が
遅れてしまう心配があります。救急車は無料タク
シーではありません。
１１９番はマナーを守り、

正しく利用しましょう。
緊急性がある場合は、迷わず１１９番へ。

診察可能な病院・医院を知りたいとき

遠賀郡消防本部 ☎ 093-293-1231
中間市消防本部 ☎ 093-245-0901

# 8 0 0 0 ☎093-282-9919

休日急患
救急センター

海
老
津
駅

遠
賀
川
駅

国道３号線

まちの医療機関一覧

医院・病院・助産院

猪熊クリニック 内科　整形外科　リハビリテーション科 猪熊 9-4-30 ☎ 202-3359

うちわ内科クリニック 内科　循環器科 頃末北 4-2-30 ☎ 201-0745

楠本内科医院 内科　循環器科　胃腸科　通所リハビリ 吉田東 2-11-1 ☎ 201-5121

とよさわクリニック 内科　外科　乳腺科 下二東 1-4-23 ☎ 201-7171

福祉松快園
吉田中央クリニック 内科　リハビリテーション科 吉田南 2-9-1 ☎ 201-8888

松本クリニック 内科　消化器内科　外科 頃末南 1-33-1 ☎ 201-2616

水巻クリニック 内科　透析 頃末南 3-13-5 ☎ 201-8500

森田医院 内科　小児科　消化器科 梅ノ木団地 41-2 ☎ 201-0616

入江整形外科医院 整形外科　リハビリテーション科 頃末南 1-5-12 ☎ 201-3320

浦野整形外科医院 整形外科　リウマチ科　リハビリテーション科　
通所リハビリ 頃末北 4-2-8 ☎ 201-1877

くすもと医院 小児科　内科 吉田西 1-3-17 ☎ 201-2873

つだ小児科医院 小児科　アレルギー科 梅ノ木団地 1-80 ☎ 202-3270

水北第一病院
内科　脳神経外科　放射線科　循環器科　耳鼻科　
神経内科　外科　小児科　眼科　
リハビリテーション科　皮膚科　整形外科

吉田西 3-13-13 ☎ 202-6688

福岡新水巻病院

内科　循環器内科　消化器内科　呼吸器内科　
小児科　新生児内科　外科　整形外科　形成外科　
脳神経外科　心臓血管外科　皮膚科　泌尿器科　
産婦人科　救急科　放射線科　歯科口腔外科　
麻酔科　リハビリテーション科

立屋敷 1-2-1 ☎ 203-2220

水巻共立病院
内科　放射線科　皮膚科　循環器科　消化器科　
整形外科　リハビリテーション科　呼吸器科　
麻酔科

吉田西 4-2-1 ☎ 201-1394

伊藤皮膚泌尿器科医院 皮膚科　泌尿器科 頃末北 3-7-5 ☎ 201-0527

浦野眼科医院 眼科 頃末北 4-7-2 ☎ 203-2366

こうけつ眼科医院 眼科 吉田東 2-13-15 ☎ 201-2881

はら耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科 頃末北 4-7-3 ☎ 701-8841

森耳鼻咽喉科クリニック 耳鼻咽喉科　気管食道科 樋口 2-19 ☎ 202-3445

みずまき助産院
ひだまりの家 妊婦健診　出産　母乳相談 立屋敷 1-14-50 ☎ 201-7731

歯科医院

あおぞら歯科医院 二東1-4－21 ☎ 201-5606 西牟田歯科医院 伊左座 3-1-32 ☎ 201-8100

井上歯科医院　　　 頃末北 4-1-1 ☎ 201-0015 はるおか歯科医院　 下二東 2-14-26 ☎ 201-2255

おかの台歯科医院 樋口東1-12 ☎ 201-6063 ひだか歯科医院　 吉田西 3-14-14 ☎ 201-5200

沖永歯科医院　 樋口 6-17 ☎ 201-0772 水巻歯科診療所 頃末南 3-8-12 ☎ 203-2500

しんどう歯科医院 古賀 3-12-31 ☎ 202-0183 水巻デンタルクリニック 頃末南1-4-15 ☎ 201-3090

鶴田歯科医院　 二西1-1-8 ☎ 202-5256 めぐみ歯科クリニック　 立屋敷 1-14-5 ☎ 203-1888

なかしま歯科医院　 中央 6－1 ☎ 201-7773 もり歯科医院 吉田東 2-1-3 ☎ 201-8181

仲道歯科医院　　 頃末南1-13-27 ☎ 201-1233 吉武歯科医院 梅ノ木団地1-84 ☎ 202-6480
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もしものとき、近くの病院を知っていると安心。

虫歯の予防には、かかりつけ歯科医院での定期検査が一番。



猪熊小学校
　 水巻町猪熊 3-4-1
　 093-201-2518
　 猪熊 1～10 丁目／樋口／樋口東／
　 おかの台／高松　 

猪
熊
小
学
校

伊左座小学校
　 水巻町伊左座 3-4-1
　 093-202-0350
　 二東１～ 3 丁目／二西１～ 4丁目／下二
　 東１～ 3 丁目／下二西１～ 3 丁目／伊左
　 座 1～ 5丁目／立屋敷 2 ～ 3 丁目

伊
左
座
小
学
校

吉田小学校
　 水巻町吉田東 3-5-1
　 093-201-2968
　 吉田団地／吉田東１～ 5丁目／吉田西
　 １～ 5丁目／吉田南１～ 5丁目／宮尾台／
　 頃末南 3 丁目 28 番・33 番 

吉
田
小
学
校

水巻南中学校
　 水巻町下二東 3-14-1
　 093-201-3665
　 伊左座小学校区／頃末小学校区（美吉
　 野・鯉口・頃末南３丁目）／ 吉田小学
　 校区 

水
巻
南
中
学
校 

頃末小学校
　 水巻町頃末北 4-13-1
　 093-201-6066
　 頃末北 1～ 4丁目／頃末南 1～ 3 丁目
　 （3 丁目 28 番・33 番は除く）／高尾／
　 中央（18 番を除く）／美吉野／鯉口

頃
末
小
学
校
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もっと 知りたい まちの小 . 中学校

水巻中学校

水巻南中学校

伊左座小学校

猪熊小学校

　小学校
頃末小学校

吉田小学校

あ
な
た
の

 

校
区
は
ど
こ
？

　小学校
　 水巻町　2-3-1
 　093-201-5465
　 立屋敷 1丁目／　1～2 丁目／
　 緑ヶ丘 1～2 丁目／梅ノ木団地／
　 古賀 1～ 3 丁目／牟田／中央18 番

　
小
学
校

水
巻
中
学
校 

校
区

水
巻
南
中
学
校 

校
区

宮
尾
大
橋JR

筑
豊
本
線

 堀
川

吉田小

水巻南中

南部
公民館

曲
  川

猪熊小

 曲
川

ダイエー

豊前坊山

　小

頃末小

B
4

C
9

B
6

D
7

E
8

D
9

あなたの地区はどの学校？ 校区地名と通学区域図をお知らせします。
水巻中学校
　 水巻町中央17-1
　 093-201-0657　
　 猪熊小学校区／  小学校区／頃末小学
 　校区（美吉野・鯉口・頃末南３丁目を除
　 く区域）

水
巻
中
学
校

水巻中

図書館
歴史資料館

C
5

伊左座小

・
下二交差点

国道３号線



文

もしも のとき 知りたい 避難場所

猪熊グラウンド

みどりんぱぁーく

猪熊小学校

町民体育館

第二保育所

水巻中学校

総合運動公園

あ な た の ま ち の 避 難 場 所

●問い合わせ　役場庶務係☎093-201-4321

※避難場所は、災害の状況により、設置場所が異なりますので、あらかじめ何か所か確認しておきましょう。

※このマップは概略図です。浸水や地震の被害状況予測図など詳しくはハザードマップご覧ください。

　ハザードマップは水巻町ホームページ http://www.town.mizumaki.lg.jp/ の防災情報でも見ることができます。

避難場所は大きく分けると、避難所と避難地の２つに区分されます。

●避難所　一定以上の収容能力のある公共施設が該当し、町内で18か所が指定されています。各地域の

避難者が一時的に各地域の公民館などに集合した後に、まとまって避難が行うことができる建

物となります。

●避難地　大規模なグラウンドや公園などが該当し、町内で12か所が指定されています。物資の集積拠

点や延焼火災時の一時的な避難地などにも使用されます。

小学校

えぶり山荘

頃末小学校いきいきほーる

吉田グラウンド
武道館

吉田小学校

障害者福祉センター
高齢者福祉センター

水巻南中学校

南部公民館・ふれあい広場

避難所

あなたの最寄の避難場所

41 40

0 100 200 400 600 800 m

避難所・避難地

1

猪 熊

猪熊小学校 猪熊 3-4-1 201-0560

2 猪熊グラウンド 猪熊 9-3 201-4000

3 みどりんぱぁーく 猪熊 1-500-1 201-4321

4 町民体育館 おかの台 33-1 201-3936

5 第二保育所 古賀 2-4-17 201-4191

6 えぶり小学校 　2-3-1 201-5465

7 老人憩の家「えぶり山荘」 　1-2-13 202-6230

8

頃 末

中央公民館 頃末北 1-1-2 201-0401

9 第一保育所 頃末北 1-1-3 201-1500

10 体育センター 頃末北 1-2-15 201-4321

11 いきいきほーる 頃末南 3-11-1 202-3212

12 総合運動公園 頃末北 3-10-1 201-4000

13 頃末小学校 頃末北 4-13-1 201-6066

14 水巻中学校 中央 17-1 201-0657

15

伊左座

伊左座小学校 伊左座 3-4-1 202-0350

16 水巻南中学校 下二東 3-14-1 201-3665

17 南部公民館 下二東 3-3-21 202-2472

18 ふれあい広場 下二東 3-3-21 202-2472

19

吉 田

吉田グラウンド 吉田西 3-1 201-4000

20 高齢者福祉センター 吉田団地 6-1 201-3344

21 武道館 吉田西 3-1-10 201-3051

22 障害者福祉センター 吉田西 3-1-8 201-0794

23 吉田小学校 吉田東 3-5-1 201-2968

NTT 災害用伝言ダイヤル NTTホームページ http://www.ntt.co.jp/saitai/171.html

NTT では、震度６以上の地震発生時など、被災地への安否確認電話の集中が予想される場合に、災害用

伝言サービスを開始します。事前予約は不要で、サービスの開始はテレビなどで知らせます。

利用可能な電話 利用方法  ダ イ ヤ ル ナ ン バ ー 171
●一般電話（プッシュ回線・ダイヤル回線）

●公衆電話  ●災害時特設公衆電話

● INS ネット64・1500 ●携帯電話

●メンバーズネット  ● PHS

●「171」ダイヤルの後、音声ガイダンスに従ってください。
※登録できる電話番号は被災地区の電話番号です。

※災害地区からの利用であっても市外局番からのダイヤルが必要です。

　詳しくはお近くの NTT 窓口にてお問い合わせください。

文
頃末小学校

水巻中学校

体育センター

中央公民館

第一保育所

伊左座小学校

水巻南中学校水巻南中学校水巻南中学校

南部公民館・ふれあい広場

吉田小学校

障害者福祉センター障害者福祉センター障害者福祉センター

避難地 避難所＆避難地

通常の避難所・避難地

遠賀川が決壊した場合でも使える避難所・避難地

●事前の確認が大切です。

いつ起こるかわからない災害に備えて、避難経路や避難先などをあらかじめ確認しておきましょう。また避難に必要なも

のを日ごろからチェックしておきましょう。

1000
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　水巻町は福岡県の北部に位置し、面積は 11.03

平方キロメートルで、東は百万都市北九州に隣接

し西は遠賀川に挟まれた南北に細長い町です。町

の中央部に標高 100 メートルの小高い丘陵地が

あり、周囲は平坦で低湿な沖積地で、平野の中央

を曲川が流れています。一帯の土地は海岸線が近

く、遠賀川の氾濫によって沖積土が厚く堆積し、

地味肥よくで、その上気候も温暖なために米・野

菜の栽培に適しています。秋には川のほとりで、

風に揺れる紅・ピンク・白のコスモスが咲き誇り、

私たちの心を和ませてくれます八劔神社の大イチョウと子どもたち

ふかふかのイチョウの落ち葉の上で、無邪気に遊

ぶ子どもたち。そんな子どもたちを大イチョウは

優しく見守っています。

水巻町

みずまきの町章

　遠賀川の水が三つ巴になって、渦

巻きながら流れるさまを「水巻」と

図形化したものです。

コスモ
ス

　町の花「コスモス」。秋になると

河川敷を中心に、町中がコスモスに

彩られます。

イチョ
ウ

　町の木「イチョウ」。水巻町には

樹齢 1900 年の大イチョウがあり、

砧姫と日本武尊の伝説が今も語り継

がれています。

シンボルマーク
　遠賀川の水の流れと町の木である大イチョウを素材にして、水巻町の「水」の字を表現。左側の円は人々が仲良く暮らす「輪」をイメージし、中央の真っすぐ上に伸びた線は水巻町が未来に向かって発展していく様を表しています。

　配色は、自然を表す緑、水を表す青、そしてイチョウの葉のオレンジですが、水巻町が温かさと優しさにあふれる心のふるさととして、皆さんに愛されたいという思いから、どこか懐かしさのある落ち着いた色使いになっています。

みずまきまち「まちの概要」

町民のことば　わたしたちは、山と川に恵まれた

歴史ある水巻町を、自然と調和のと

れた住みよい、心ゆたかな町にする

ため、次の約束をします。  

1. 自然を大切にし　緑と花の美し

いまちにします。 
1. 教養をたかめ　文化のかおるま

ちにします。1. 健康をよろこび　いきいきとし

たまちにします。
1. きまりを守り　やすらぎのある

まちにします。1. 人を愛し　ふれあいのあるまち

にします。
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し
め
ま
す
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ま
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、
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も
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が
あ
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ま
す
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お
料
理
の
ア
ク
セ
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ト
と
し
て
最
適
な

「
で
か
に
ん
に
く
」
を
使
っ
た
醤
油
や
味
噌
、

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
な
ど
の
加
工
品
も
販
売
。

旬
の
美
味
し
さ
に
こ
だ
わ
り
た
か
っ
た
の
で

季
節
限
定
、
収
穫
の
時
期
だ
け
の
商
品
で
す
。

水巻町商工会☎201-7551
福岡県遠賀郡水巻町頃末北一丁目９番７号

※でかにんにく関連商品（でかにんにく含む）は、６月か
らの季節限定販売です。売り切れの際はご了承ください。
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